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今回掲載した下の地図は、本庄出張所管国 土 交 通 省

内の洪水時要注意箇所の地図です。大雨、台宮 崎 河 川 国 道 事 務 所

風などのとき、本庄出張所では、この地図を本 庄 出 張 所 発 行

もとに、見回りを行うことになります。第 ２４ 号

ここにあげられている「要

注意箇所」は、これから崩れ

などが進めば、堤防が致命的

な損傷を受けるなどで、災害

の危険も出てくる場所です。

そのため、大雨などのとき

に崩れが進んでいないか、特

に注意して巡視しているとこ

ろです

、 、また これ以外の場所でも

急に危険な状態になることも

ありますし、新しく注意して

見ていかなければなければな

らないところが出てくること

もありますので、注意しなが

ら巡視しています。



おもてに載っている洪水時の要注意箇所の地図。洪水時の巡視

で特に注意しているところだというのはわかりますが、なぜ、こ

の場所を注意しているのでしょう。

、 、 、堤防は 基本的に土でできているため 雨や川の流れによって

堤防が傷んでしまうことがあります。そのままほうっておくと、

最悪、堤防が壊れて大きな被害になってしまうため、傷んだとこ

ろを注意していて、致命傷になる前に補修するのです。

この絵は、おもな堤防損傷をあらわした図です。

簡単に説明すると、次のようになります。

① 護岸の前の深掘れ（護岸洗掘）

ブロック積みの前から下にある土が流れ出した状態。放ってお

くと上に載っているブロックが崩れ落ちるかもしれません。

② 堤防斜面の崩れ（法面崩落）

雨などにより、堤防斜面の土が崩れたものです。

③ 河川敷に穴や深掘れ

場合によっては堤防損傷につながることもあります。

④ 堤防内での湧き水（噴出 （基盤漏水））

堤防から離れたところで川の水がわき出します。堤防の下に水

が通る道があり、大きくなると空洞化→崩れと進む恐れも。

⑤ 堤防、河岸の流出（河岸洗掘）

堤防が川の水に削られています。

⑥ 堤防からの水漏れ（漏水）

堤防の中に水が通る穴があります。水が流れることで穴はどん

どん大きくなっていきます。

⑦ 堤防の亀裂

堤防にひびが入っていると、そこから水が染みこんだり、崩れ

たりする原因になります。

これらの異常が進むと、堤防が壊れてしまう河川に関する問い合わせ先
こともあります。大雨のあとに、これまでなか国土交通省 宮崎河川国道事務所 本庄出張所

ったところに上のような異常を見つけたら、す〒８８０－１１０１ 宮崎県東諸県郡国富町大字本庄５０５６－７

ぐに本庄出張所までお知らせください。電話 ０９８５－７５－２１７９（土日・祝祭日及び夜間は宮崎河川国道事務所に転送されます）
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